
　市民の安全・安心を確保するために消防が担う役割は大き
く、その使命感を持って職員が一丸となり、訓練や知識習得
に努めています。特に救急救命士は、実施できる救命処置が
徐々に拡大され、医療従事者としての責任も重くなってきて
います。そのような中でも消防本部では適切な救命処置を行
い、かつ119番通報から医療機関へ搬送する平均所要時間は
県内でもトップクラスの早さとなっています。
　救急隊の増隊によって、救急の出動体制の強化を図り、的確な現場対応と医
療機関までの迅速な搬送に努め、今後も質の高い救急サービスを維持していき
ます。

より迅速な救急体制へ

3月1日㈭～救急隊を増隊
　3月1日から、市のほぼ中心部に位置する矢畑の消防署本署の救急隊を1隊増隊
し、2隊に、市内では計7隊となります。より迅速な出動体制を執り、救急隊が現
場到着に要する平均時間を短縮し、質の高い救急サービスの提供を目指します。

� 【消防総務課企画担当、警防救命課救命担当、指令情報課指令情報担当】

　近年、救急出動件数の増加が続き、2017年は1万
868件となりました。この件数は、小出出張所に救急
隊を増隊した2004年と比べて2273件の増加となり、
約48分に1件の割合で出動していることになります。
　また消防本部では、救急要請に対して迅速に対応で
きるよう市内に分散して救急隊を配置しています。しかし、救急件数の増加と
ともに救急出動が重なり、近くの消防署の救急隊がすでに出動し、遠くの消防
署からしか出動できない事案が増えています。さらに、市内の救急隊6隊が同時
間帯に全て出動してしまうケースも増加しています。2013年には29件だった
全隊同時出動は、2017年には60件と2倍以上に増加しました。
　出動件数の増加に対応し、119番通報から現場へ到着する平均所要時間を短
縮するため、救急隊を増隊します。

　消防本部では迅速かつ的確に対処できるよう取り組んでいます。
今回は、119番通報に関する取り組みを紹介します。

出動件数の増加に対応
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広告掲載のお申し込み・お問い合わせは秘書広報課へ

小澤幸雄消防長

小澤消防長　質の高い救急を維持するために

音声による通報が困難な方に
NET119緊急通報システム
　NET119緊急通報システムは、市内在住・在勤・在学で音声による通
報が困難な方を対象に、事前登録することで携帯電話・スマートフォン
を使って、素早く119番に通報できるシステムです。外出先などから
GPSなどの機能を利用して、自分の位置を知らせることも可能です。詳
細は市 をご覧ください。

外国人の方に
通訳コンシェル119
　2020年の東京オリンピック・パラリンピックによる海外からの旅行者
の増加を見据えて、外国人の方による119番通報から迅速かつ正確に情
報を得るために、通訳コンシェル119サービスを導入しました。災害現
場でも消防や救急などの専門用語に精通した通訳者がいる多言語コール
センターへ接続し、要請内容を正確に得ることができるようになりまし
た。

さまざまな方へ対応した119番
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